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The Bird Fauna in the Higashi-Hiroshima Campus of the Hiroshima University
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要旨：広島県東広島市に所在する広島大学東広島キャンパスの鳥類相の把握を目的として，2010-2011 年にライン
センサス法を用いた野外調査を実施した。本キャンパスは，3 つのため池が存在し，それらが小さな河川で繋がり
周辺には緑地帯が広がっていた。周年にわたる毎月の調査により 11 目 27 科 55 種 1628 羽の野鳥を確認した。その
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近藤は 1998 年 5 月から 1999 年 4 月にかけて行った
鳥類調査により，ここがコリド （ーcorridor：緑の回廊）
としての役割を果たしていることを指摘している（近
藤，2002，Kondo et. al., 2002）。




















アカマツ Pinus densiflora 林が残され，川の南側に小
さな池や，田んぼ，北側には約 400㎡の湿地も存在し，
ゲンジボタル Luciola cruciata の生息も知られている
（中坪，2001）。大学本部南側付近は本部敷地とその
下方を西方に流れている山中谷川との高低差が約
13m あり，その斜面には幅約 20m，長さ約 50m のア
カマツ林が存在し明るい林床はいつも綺麗に下刈され
ていた。橋の下を通り，両脇にタラノキ Aralia elata，
ア カ メ ガ シ ワ Mallotus japonicus， ソ ヨ ゴ Ilex 
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し記録した。期間は 2010 年 4 月から毎月 1 回 1 年間










カルガモ A. zonorhyncha を除くカモ類 6 種〔ヒドリ
ガモ A. penelope，ヨシガモ A. falcata（図 3g），オカヨ
シガモ A. strepera（図 3d），オシドリ A. galericulata（図
3e），マガモ A. platyrhychos，コガモ A. crecca（図
3f）〕とタカ目のハイタカ A. nisus（図 3a），ビンズイ A. 











をはじめカスミサンショウオ Hynobius neblosus 等の
希少生物も確認されている（丸野内，2001）。アカマ
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目 科 種　名 学　　名







カイツブリ目 カイツブリ科 カイツブリ Tachybaptus ruficollis
ハト目 ハト科 キジバト Streptopelia orientalis
ドバト Columba livia
カツオドリ目 ウ科 カワウ Phalacrocorax carbo
ペリカン目 サギ科 アオサギ Ardea cinerea
ダイサギ Ardea alba
ツル目 クイナ科 バン Gallinura chroropus
カッコウ目 カッコウ科 ホトトギス Cuculus poliocephalus
タカ目 ミサゴ科 ミサゴ Pandion haliaetus
タカ科 ハチクマ Pernis ptilorhynchus
トビ Milvus migrans
ハイタカ Accipiter nisus
ブッポウソウ目 カワセミ科 カワセミ Alcedo atthis
ヤマセミ Megaceryle lugubris
キツツキ目 キツツキ科 コゲラ Dendrocopos kizuki
アオゲラ Picus awokera
スズメ目 ヒバリ科 ヒバリ Alauda arvensis
ツバメ科 ツバメ Hirundo rustica
コシアカツバメ Hirundo daurica




ヒヨドリ科 ヒヨドリ Hypsipetes amaurotis
モズ科 モズ Lanius bucephalus







ウグイス科 ウグイス Cettia diphone
エナガ科 エナガ Aegihalos caudatus
シジュウカラ科 シジュウカラ Parus minor
ヤマガラ Poecile varius
メジロ科 メジロ Zosterops japanicus 
ホオジロ科 ホオジロ Emberiza cioides
アオジ Emberiza spodocephala
ミヤマホオジロ Emberiza elegans
アトリ科 カワラヒワ Chloris sinica
シメ Coccothraustes coccothraustes
スズメ科 スズメ Passer montanus
ムクドリ科 ムクドリ Spodiopsar cineraceus
カラス科 ハシボソガラス Corvus corone
ハシブトガラス Corvus macrorhynchos
カケス Garrulus glandarius
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種名 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 出現率 渡り区分
ヒドリガモ 1 6 36 15 3 61 3.7 冬鳥
ヨシガモ 5 3 24 17 15 8 72 4.4 冬鳥
カルガモ 1 1 1 2 4 9 0.6 留鳥
オカヨシガモ 2 2 4 0.2 冬鳥
オシドリ 10 10 0.6 冬鳥
マガモ 12 6 4 22 1.4 冬鳥
コガモ 2 7 1 6 16 1.0 冬鳥
カイツブリ 2 1 2 5 0.3 留鳥
キジバト 2 9 1 8 7 9 11 6 5 4 3 1 66 4.1 留鳥
ドバト 5 1 1 7 0.4 留鳥
カワウ 8 1 4 13 0.8 留鳥
アオサギ 1 1 1 1 1 1 6 0.4 留鳥
ダイサギ 2 1 3 0.2 留鳥
バン 1 1 5 7 0.4 留鳥
ホトトギス 1 1 0.1 夏鳥
ミサゴ 1 2 3 0.2 留鳥
ハチクマ 1 1 0.1 夏鳥
トビ 3 1 1 1 1 1 8 0.5 留鳥
ハイタカ 1 1 2 0.1 冬鳥
カワセミ 1 1 0.1 留鳥
ヤマセミ 1 1 0.1 留鳥
コゲラ 1 4 2 3 1 1 2 3 1 18 1.1 留鳥
アオゲラ 1 1 0.1 留鳥
ヒバリ 6 6 3 1 16 1.0 留鳥
ツバメ 1 6 6 2 3 18 1.1 夏鳥
コシアカツバメ 7 23 14 39 83 5.1 夏鳥
キセキレイ 1 1 1 3 0.2 留鳥
セグロセキレイ 1 1 1 8 1 3 3 1 19 1.2 留鳥
ビンズイ 4 4 2 6 16 1.0 冬鳥
ハクセキレイ 1 1 0.1 留鳥
ヒヨドリ 83 16 26 19 10 18 44 33 60 19 12 2 342 21.0 留鳥
モズ 1 1 1 3 0.2 留鳥
ジョウビタキ 2 7 4 2 2 17 1.0 冬鳥
ツグミ 57 26 7 5 1 96 5.9 冬鳥
キビタキ 1 1 2 0.1 夏鳥
エゾビタキ 3 3 0.2 旅鳥
ルリビタキ 1 1 0.1 冬鳥
ノビタキ 1 1 0.1 旅鳥
シロハラ 12 1 1 2 3 1 20 1.2 冬鳥
ウグイス 8 12 9 19 2 2 6 5 1 64 3.9 留鳥
エナガ 9 12 7 2 6 23 9 68 4.2 留鳥
シジュウカラ 12 6 3 4 14 13 3 3 58 3.6 留鳥
ヤマガラ 10 1 3 11 5 7 37 2.3 留鳥
メジロ 33 8 10 8 9 5 36 12 36 7 164 10.1 留鳥
ホオジロ 5 7 4 2 4 1 1 1 1 26 1.6 留鳥
アオジ 5 5 4 14 0.9 冬鳥
ミヤマホオジロ 4 4 0.2 冬鳥
カワラヒワ 13 12 7 1 3 4 5 2 47 2.9 留鳥
シメ 1 1 0.1 冬鳥
スズメ 13 16 33 22 6 1 91 5.6 留鳥
ムクドリ 3 3 0.2 留鳥
ハシボソガラス 2 12 3 1 2 2 1 1 24 1.5 留鳥
ハシブトガラス 2 3 1 7 1 1 5 4 6 3 3 36 2.2 留鳥
カケス 1 4 1 6 0.4 留鳥
キクイタダキ 7 7 0.4 冬鳥
計 245 119 168 130 90 69 136 175 219 138 88 51 1628 100
種数 20 16 20 18 16 19 18 20 26 28 22 16 55
表 2　広島大学東広島キャンパスの鳥類相の周年変化
　　　　   期間 2010年 4月から 2011月 3月まで毎月１回ルートセンサス（松田道生  1985）を行った結果
＊：ドバトは人間の飼育した伝書バトが野生化したもので，純粋な野鳥ではないが本報告では野鳥として掲載した。
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図 3　東広島キャンパスで確認された鳥類
a. ハイタカ（2011年 2月 19日撮影），b. ハチクマ（2011年 10月 4日撮影），c. ミサゴ（2012年 3月 17日撮影），d. オカヨシガモ（2012年
12月 16日撮影），e. オシドリ（2010年 3月 27日撮影），f. コガモ（2012年 3月 27日撮影），g. ヨシガモ（2012年 4月 2日撮影），h. バン（2013
年 3月 23日撮影），i. ノビタキ（2009年 10月 9日撮影），j. メジロ（2004年 12月 26日撮影），k. ハクセキレイ（2006年 11月 2日撮影），l. 
カケス（2010年 6月 2日撮影），m. ミヤマホオジロ（2009年 2月 28日撮影），n. ルリビタキ（2013年 1月 13日撮影），o. シロハラ（2008年
2月 08日撮影），p. キクイタダキ（2008年 2月 5日撮影），撮影 a：新名俊夫，b～ p：谷口昌司．
図 2　東広島キャンパスの鳥類相の移動区分別割合
naumanni，ルリビタキ T. cyanurus（図 3n），シロハラ
T. pallidus（図 3o），アオジ E. spodocephala，ミヤマ
ホオジロ E. elegans（図 3m），シメ C. coccothraustes，
キクイタダキ R. regulus（図 3p）の 16 種で 29％，夏
鳥 は ホ ト ト ギ ス C. Poliocephalus， ハ チ ク マ P. 
ptilorhynchus（図 3b），ツバメ H. rustica，コシアカツ
バメ H. daurica，キビタキ F. narcissina の 5 種で 9％
であった。ハチクマは上空を通過しただけであった。
旅 鳥 は エ ゾ ビ タ キ M. griseisticta， ノ ビ タ キ S. 
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torquatus（図 3i）の 2 種のみで僅か 4％であった。月
別に見た種数を図 4 に示すと，一年を通して大部分が
留鳥で占められ，夏鳥は 4 月から 9 月の間に確認さ
れ，冬鳥は 10 月から翌年の 4 月まで確認された。旅
鳥は 10 月のみの出現となった。また，月別の個体数
の変動をみると（図 5），個体数が最も多いのは 4 月
の 245 羽，ついで 12 月の 219 羽であった。個体数が





× 100 で計算した（表 2）。最も出現率の高いのは周








から翌年 1 月まで毎月続けて確認したが，2 月と 3 月
には確認できなかったので，これらの時期はさらに暖
かい地域に移動したと考えて良いだろう。
　続いて出現率の高かったのはツグミ T. naumanni 
5.9％，スズメ P. montanus 5.6％，コシアカツバメ H. 
daurica 5.1％である。ツグミは冬鳥として 11 月から
翌年 1 月まで確認され，3 月には姿を消した。しかし，





本調査での確認時期は 4 月から 9 月の半年間のみで，















　続いて出現率が高かったのはエナガ A. caudatus 
4.2％とキジバト S. orientalis 4.1％である。これらは
全国的に広範囲に見られる普通種（植田ほか，2011）





















の総数 50 種と比較すると総種数で 5 種増加の 55 種
であった。本調査で確認されなかった種はオナガガモ
Anas acuta，チュウサギ Egretta intermedia，コサギ
Egretta dubius，ゴイサギ Nycticorax nycticorax，イカ
ル チ ド リ Charadrius placidus， イ ソ シ ギ Actitis 
hypoleucos，キジ Phasianus colchicus，アカハラ Turdus 
chrysolaus，コサメビタキ Muscicapa dauurica，コガ
ラ Poecile montanus，マヒワ Carduelis spinus，ベニマ
シコ Uragus sibiricus，イカル Eophonas personata の
9 種であった。オナガガモの減少は笠原ほか（2011）

















strepera（図 3d），オシドリ A. galericulata（図 3e），
マガモ A. platyrhychos，コガモ A. crecca（図 3f），ハイ
タカ A. nisus（図 3a），ハチクマ P. ptilorhynchus（図
3b）， ミ サ ゴ P. haliaetus（ 図 3c）， ア オ ゲ ラ P. 
awokera， バ ン G. chroropus（ 図 3h）， カ ワ ウ P. 
carbo，キクイタダキ R. regulus（図 3p），ハクセキレ
イ M. alba（図 3k），ルリビタキ T. cyanurus（図 3n），
ノ ビ タ キ S. torquatus（ 図 3i）， シ ロ ハ ラ Turdus 
pallidus（図 3o），ミヤマホオジロ E. elegans（図
3m），シメ C. coccothraustes，カケス G. glandarius（図










compressa，ギンブナ Carassius giberio，コイ Cyprinus 
carpio などの餌となる生物が多数確認できた（新名，
未 発 表 デ ー タ ） こ と が 一 因 で あ ろ う。 ま た，
Mahaulpatha et al.,（2000）は西日本の西条盆地のカ



























　2010 年 11 月からはカワウを山中池・ぶどう池・角
脇調整池とすべての池で確認した。角脇調整池では






























































であるオシドリ（図 3e）を含む 7 種を確認した。ぶ















　2010 年 4 月から 2011 年 3 月まで周年にわたり毎月
1 度の鳥類のルートセンサスを行った。その調査結果
は，


















































上 野 吉 雄・ 佐 藤 英 樹（2001）： 広 島 県 沿 岸 部 に お け る
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広島市（2012）：（仮称）石内東地区開発事業環境影響評価書，
第 7 章 9 節調査結果の概要並びに予測及び評価の結果．
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動物（その 2）（http://www.city.hiroshima.lg.jp/www/conte
nts/0000000000000/1290038719671/,www.city.hiroshima.
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